
《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７

月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高

校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、

単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最

年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３

０
歳
、
帰
国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世

界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。

２
０
１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年
第

４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認
で

立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か
ら
、

合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を
訴
え
、

３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０
２

２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復

興
大
臣
政
務
官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学

技
術
・
文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。

２
０
２
４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５

１
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目

の
当
選
。
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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３
月
４
日
、
衆
議
院
で
は
予
算
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
中
、
文
部
科
学
委
員

会
が
開
か
れ
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
信

（
こ
れ
か
ら
の
政
策
方
針
）
に
対
す
る

質
疑
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

落
選
中
は
、
地
元
を
歩
き
、
多
く
の

皆
さ
ま
の
お
声
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
そ
の
声
を
再
び
国
政
に
届
け
た
い
」

と
い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
の
で
、
当
選
直
後
に
、
質
問
の
機
会

を
い
た
だ
い
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
。

私
の
質
問
に
共
通
す
る
の
は
、
「
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
、
日
本
の

未
来
を
支
え
る
力
を
育
て
た
い
」
と
い

う
思
い
で
す
。
公
立
高
校
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
、
研
究
基
盤
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
産
業
な
ど
、
分
野
は
違
っ
て
も
、
い

ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
が
可

能
性
を
広
げ
、
世
界
に
挑
戦
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
社
会
の
力
に
変
え
、
日

本
の
成
長
と
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
の
思
い
で
質
問
を
し
ま
し
た
。

《
高
校
無
償
化
に
よ
る
影
響
》

令
和
８
年
度
か
ら
高
校
無
償
化
制
度

の
拡
充
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方

で
「
公
立
高
校
離
れ
」
が
進
む
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
も
。
教
育
の
選
択

肢
が
広
が
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
の

一
方
で
地
域
の
教
育
基
盤
で
あ
る
公
立

高
校
が
弱
体
化
し
て
し
ま
っ
て
は
本
末

転
倒
。
今
後
の
受
験
者
数
や
志
望
動
向

を
丁
寧
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

→

政
府
か
ら
は
、
公
立
・
私
立
の
志

願
状
況
を
丁
寧
に
注
視
し
、
３
年
以
内

に
検
証
を
行
う
と
の
回
答
。

《
公
立
高
校
の
役
割
と
支
援
強
化
》

公
立
高
校
は
単
な
る
教
育
機
関
で
は

な
く
、
地
域
人
材
育
成
の
中
核
。
例
え

ば
、
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
が
定
時

制
高
校
で
学
び
直
し
、
エ
コ
カ
ー
レ
ー

ス
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
例
も
。
多
様

な
背
景
を
持
つ
生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば

す
、
公
立
高
校
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
。
教
員
体
制
や
施
設
整
備
を
含
め
、

幅
広
い
受
け
皿
と
し
て
の
高
校
教
育
改

革
を
着
実
に
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

→

松
本
大
臣
か
ら
は
、
高
校
教
育
改

革
促
進
基
金
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
高
校
改
革
を
支
援
し
て

い
く
と
の
回
答
。

《
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
推
進
》

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
理
数
系
の
基

礎
力
は
高
い
が
、
進
路
選
択
の
段
階
で

理
系
分
野
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
。
私
は
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
で
し
た

が
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
「
走
る
実

験
室
」
と
呼
ば
れ
、
「
ど
う
す
れ
ば
０
．

１
秒
速
く
な
る
の
か
」
「
ど
う
す
れ
ば

壊
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
探
究
の
連
続
。

ま
さ
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
そ
の
も
の
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
宇
宙
・
海
洋

研
究
な
ど
、
最
先
端
の
現
場
を
教
育
資

源
と
し
て
活
用
し
、
実
社
会
と
結
び
付

い
た
学
び
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

→

松
本
大
臣
か
ら
は
、
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
理

解
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
充
実
や
探
究

的
・
実
践
的
な
学
び
の
充
実
に
向
け
て

必
要
な
取
組
み
を
進
め
て
い
く
と
の
回

答
。

《
研
究
力
の
強
化
》

大
型
放
射
光
施
設
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ー

８
は
世
界
的
な
研
究
成
果
を
生
み
出
し

て
き
た
が
、
供
用
開
始
か
ら
２
５
年
以

上
が
経
過
し
、
国
際
競
争
は
激
化
。
研

究
基
盤
の
強
化
は
科
学
技
術
だ
け
で
な

く
、
経
済
安
全
保
障
に
も
直
結
す
る
国

家
戦
略
で
あ
る
。
今
後
の
大
型
研
究
施

設
の
高
度
化
戦
略
は
？

→

政
府
か
ら
は
、
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
－

８
の
高
度
化
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
「
富
岳
」
の
次
世
代
機
開
発
な
ど
、

研
究
基
盤
の
刷
新
を
進
め
る
と
の
回
答
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
２
６
年
に
愛
知
・

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
競
技
大

会
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
の
教
育
活

用
、
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
制
度
整

備
に
つ
い
て
も
質
問
を
。
詳
細
は
裏
面

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
現
場
の
声
を
国
政
に
届
け

な
が
ら
、
日
本
の
可
能
性
を
広
げ
る
政

策
を
一
つ
ひ
と
つ
前
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

衆
議
院
議
員

未
来
を
創
る
教
育
と
科
学
技
術

文
部
科
学
委
員
会
で
質
疑
に



活動報告
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

文科委員会の質問に立つ！

何もない議員会館。
奇遇にも元々入っていた
衆議院第一議員会館304
号室に戻ることになりま
した。

↑松本洋平大臣よりご答弁いただきました。

文部科学省の皆様に、早速
ご訪問いただきました。
文部科学大臣政務官を務め
させていただいた際に、と
もに汗を流した仲間の皆さ
んです。

芦原校区の皆さんと。
毎週集まられているサロン
会。皆様から忌憚ないご意
見がいただける貴重な交流
の場です。

研究力強化と大型研究施設について
科学技術立国としての競争力を維持するためには、基礎研究力

の向上と、それを支える研究基盤の強化が不可欠です。
大型放射光施設ＳＰｒｉｎｇ－８とは「見えないものを見る」
2025年にノーベル化学賞を受賞された北川進博士の研究成果をはじめ、
多くの研究成果を生み出しています。
文部科学大臣政務官在任中に座長を務めていただいたタスクフォースに
おける報告書を踏まえ、現行の約１００倍の世界最高水準の明るさを
目指し、高度化に取り組んでいるところ。またスパコン「富岳」の次世
代機の開発整備、ナノテラスやＪ－ＰＡＲＣの機能強化を推進するとともに、先端研究基盤
刷新事業ＥＰＯＣＨを創出。

【問５】アジア・アジアパラ競技大会の教育活用
愛知・名古屋で開催されるアジアパラ競技大会は、共生社会を体感的に学べる貴重な機会で
す。私自身、2016年リオ・パラリンピックで限界に挑む選手の姿に深い感動を覚えました。
だからこそ、多くの子どもたちに学校教育の一環として観戦機会を提供すべきです。移動費
や引率体制など自治体の課題に対し、国として財政面を含めた支援を行うべきと質問しまし
た。
特別措置法が議員立法にて成立し、令和７年度補正予算で１３６億円を措置。学校観戦もこ
れに含まれ、引き続き必要な支援、協力を行ってまいりたいとの答弁。

【問６】レコード演奏・伝達権の法制化
コンテンツ産業は我が国の基幹産業であり、成長戦略の重点分野にも位置付けられています。
しかし、日本では、公の場で音楽が利用された場合、著作権者である作詞家、作曲家には大
家の支払いが必要である一方で、アーティスト等の実演家やレコード製作者に対しては対価
を支払う必要がない制度となっています。レコード演奏・伝達権は極めて重要な権利です。
海外展開を推進する一方で、実演家が海外で適正な対価を得る法的基盤は十分とは言えませ
ん。国際的な収益機会確保の観点から、レコード演奏・伝達権の法制化を早期に検討・実現
すべきと考えます。

衆議院第13委員室にて
松本洋平大臣の所信に対する質疑。

衆議院第13委員室にて→
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